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◆ その他 
1)  近藤 隆．特別講演「放射線の健康，環境に対する影響について」．高岡市災害廃棄物の広域処理に関する説明会；
2013 Jan 25；高岡． 
2)  近藤 隆，柏倉幾郎，稲波 修．放射線の非がん影響の解明．環境省平成 24 年度原子力災害影響調査等事業（放射
線の健康影響に係る研究調査事業）研究成果発表会；2013 Feb 6；東京． 
3)  岡澤成祐，林 龍二，戸邉一之，近藤 隆．DNA 損傷の修復阻害を利用した温熱分子標的治療．医報とやま．2013；
1574：6． 
4)  近藤 隆．物理・化学的ストレスによる細胞死－アポトーシス増強を目指して－．弘前大学第 26 回生体応答科学研
究セミナー；2013 May 14；弘前. 
5)  近藤 隆．Radiological Sciences and Radiation-induced cell death. 「キャンパス・アジア」中核拠点支援（旧日中韓）
事業に関わる特別講義；2013 Jul 29；富山． 
6)  庄司美樹，趙 慶利．見て測って学ぼう！放射線と生体影響．平成 25 年度 JST サイエンス・パートナーシップ・プ
ロジェクト「ライフサイエンスとやま－オープンラボ 2013－」；2013 Aug 7-8；富山． 
7)  近藤 隆．プラズマによるゲノム応答生物学の確立と治療への展開．新学術領域「プラズマ医療科学の創成」公開
シンポジウム；2013 Sep 28；名古屋． 
8)  近藤 隆．放射線による細胞死を考える－酸化ストレスとアポトーシス－．がんプロフェッショナル養成基盤推進
プランおよび群馬大学博士課程教育リーディングプログラム 重粒子線医工学グローバルリーダー養成プログラム
共催講演会；2013 Nov 14；前橋． 
9)  近藤 隆，柏倉幾郎，稲波 修．放射線の非がん影響の解明．環境省平成 25 年度原子力災害影響調査等事業（放射
線の健康影響に係る研究調査事業）研究成果発表会；2013 Dec 3；東京． 
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